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特集｜大中口径管路の非開削建設技術〈メタンガス爆発リスクの高い地層を通過する長距離・急曲線推進工事〉

はじめに1 .
　工事箇所の千葉県茂原市周辺は南関東ガス田に位置

し，メタンガスの商業採取の行われる地域であり，過

去にメタンガスによる爆発事故事例も多く発生して

いる。この様な環境下で，長距離，急曲線R＝11 .5m

と3連続R＝35mを含む8つの平面曲線，4.0～7 .0%

の縦断勾配，JR軌道下横断と厳しい施工条件の中，

高濃度メタンガスに対する安全対策を図りながら泥濃

式推進にて施工した。本稿では，メタンガスに対する

安全対策および急曲線対策を中心に報告する。

推進工事の概要2 .
　本工事は電力供給用管路の新設工事であり，工事延

長1950mのうち1380mを開削工事で，道路幅員が狭

くJR外房線を横断する区間を管径φ1200mm，延長

570mの機械推進で施工した。

　推進工事の特徴は，長距離，急曲線，縦断勾配，

JR軌道下横断である。平面線形は，発進直後にR＝

35mの3連続のS字曲線があり，その後，50R＋35R

＋100R＋11 .5R＋50Rと8つの曲線区間を有する。

また，縦断勾配は，発進直後に下り4%勾配でL＝130m

進んだ後に水平となり，JR軌道下を最大土被り8mで

通過，R＝11 .5mの急曲線後に上り7%勾配L＝90m

で到達する。縦断曲線は200Rである。（図－1，2）

　工事箇所は，市街地中心から少し離れた住宅地区で

あり，全体的に道路幅員は狭いものの，JRで分断さ

れた地域の生活道路となっている。（写真－1）

メタンガスに対する安全対策3 .
３－１　メタンガス調査

　工事着手前に，推進ルート上の3箇所でメタンガス

調査を実施した。メタンガスの爆発限界5～15vol%

（気体の体積濃度）に対して，ボーリング孔No.3で遊

離ガス濃度が77vol%，No.2およびNo.3で溶存ガス濃

度が67～92vol%と高濃度で検出された。（図－3）

　推進深度はGL－3～9mで砂質土主体であるが，有
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写真－1　施工場所（JR横断部）




